
新しい綱領 新たな出発
夢と希望と誇りを持てる国・愛する日本をめざして



　昨夏の総選挙での歴史的大敗の結果、わが党は政権与党の座を降りました。そして私が自由民主党第

24代総裁に選出され、わが党史上２人目となる、野党党首・自民党総裁として、党再生という重い職責

を担うことになりました。

　総裁就任以来、私は全国各地へと足を運び、有権者の皆さまの声に耳を傾けてまいりました。その中で、

「自民党とは一体どういう政党なのか。国民のために何をしてくれる政党なのか」とのおたずねを多くの

方々から頂きました。「しっかり反省し、立ち直ってほしい」とわが党再生を期待してくださる皆さま方

からも、「自民党の顔が見えない」と歯がゆさを感じ、また忸怩たる思いでおられるのが伝わってきました。

こうした国民の皆さま方のお気持ちにお応えすべく、「自由民主党とはこういう政党である」というもの

を早く示さなければならないとの思いを強くしておりました。

　それに対する答えとなるのが、今回採択されたこの新しい綱領です。

　総裁に就任後、「私自身が先頭に立って党再生に取り組む」との決意を実行に移すため、伊吹文明先生

に座長をお引き受け頂き、「政権構想会議」を立ち上げました。この会議では、自由民主党はどのような

理念で政治を行い、その政治理念を具現化する政策体系は何であるかという、党の拠って立つ、基礎とな

る部分の議論を重ねてまいりました。わが党の理念、政治姿勢、基本的政策、目指す国家像を示し、党の

正式文書としてまとめたものがこの「平成 22年（2010 年）綱領」であり、まさに党再生の礎となるも

のです。わが党が永く護り抜いてきた自由と民主の価値観のうえに、「日本らしい保守」の旗を高らかに

掲げたこの綱領の精神は、時代の流れの中でも普遍的な価値を持つものであるとともに、自助・自立を基

本としながら、困っている人がいればお互いに助け合う共助の精神を大切にし、さらには国が力強く支え

る公助があるという、私の考える「絆」の政治、「おおらかな保守主義」と通ずるものでもあります。

　日本の将来を憂慮しておられる良識ある国民の皆さま、党員の皆さま、私たちが掲げる旗への理解と共

感を広げ、ともに誇りと活力ある新しい日本をつくっていこうではありませんか。この綱領を党再生の礎、

党員結束の絆の象徴として、私は不退転の決意で自民党再生の道を切り開いていくことをお誓い申し上げ

ます。

　皆さまのご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。

―党再生の礎として―

新たな綱領策定にあたって

　　　　自由民主党総裁　谷　垣　禎　一
　　　　　　　　　　　　　　（新綱領策定委員会委員長）
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一　日本らしい保守主義を理念に再出発

⑴　綱領とは何か
　我が党は総選挙になぜ負けたのか。大企業病と同じで、長く与党でいた組織の老化と新しい商品企画、
即ち政策と党運営、特に総裁選びを落ち着いた、しかし新しい視点を合わせもって行いえず、国民の期待
に応えきれず、自らの失策で負けたこと、民主党の「子ども手当」等の壮大なばらまきの二つが主な原因
でしょう。そこで、谷垣新総裁は我が党の基本的問題を根本から考え直すため、政権奪回を目指して政権
構想会議を立ち上げました。
　私が座長を務め、第１次勧告は公認候補者の選定等党運営の問題、第２次勧告は党の基本理念について
勧告しました。この第２次勧告を受け、我が党の綱領を作り直す作業に入り、党大会で新綱領は満場一致
で決定されました。
　綱領はいわば政党の憲法です。憲法があるから、具体的な法律や予算ができあがり、行政が執行され、
日常生活が動きます。それと同じように、新綱領の精神を基本に執行部が的確な党運営をし、党員がその
基本的考えを共有して選挙を勝ち抜くことが大切です。新綱領は我が党が野党の時だけのものではありま
せん。政権を奪還しても、この考えでやっていける綱領でありたいとの思いで作成しました。

⑵　日本の現状認識
　新綱領は現状認識、党の基本的性格、政策の基本的考え、目指すべき国家像の四部構成となっています。   	
　現状認識は次のようなものです。昭和30年の立党の背景は、当時ソ連を中心とした共産主義勢力の力
が強く、東西対決と言われました。国内では、左右に分かれていた社会党が合同し、東陣営の先兵になる
のではとの危機感から、「反共産・社会主義、反独裁・統制的統治」と「日本らしい日本」をもう一度取り
戻すという二つの目的で、自由と民主を共に標榜する当時の自由党と民主党が合同し、自由民主党が誕生
したのです。
　その後、ソ連が崩壊しましたから、立党の目的の一つは達成されたと思います。しかし、現在の民主党を見
てください。民主党は、皆で創り出した国民総生産を与党のみの独善的判断で、高所得者にまで「子ども手当」を、
米作農家に生産費補償費をばらまき、国民生活に政府が関与する政策をとっています。これを恒常的にやると、
人間は弱いものですから、自立と自助の心根がなくなります。家計へのおかねの分配を政府が決めていく社会
主義の下では、豊かな国民生活をつくりあげることができなかったのが歴史の証明です。
　そして、選挙に勝ったら、俺の言うことを聞かなければ陳情を聞いてやらない。意に反することをやれば締めあ
げる。これは、権力の私物化・独裁です。我が党は、このような国家社会主義的統治とも闘っていかなければな
りません。多様な意見を謙虚に聞き、民主主義を「壊れ物」のように大切に運用していく気持ちが必要なのです。

― 我々は進歩を目指す日本の保守政党―

平成22年（2010年）綱領の解説

　　　　　　　政権構想会議座長　伊　吹　文　明
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⑶　経済大国の結果失った大切なもの
　我が党は、今日まで日米安全保障条約を基本に平和を維持し、国民とともに、日本を世界第二の経済大
国につくりあげてきました。しかし、立派な国をつくりあげ、その結果として長寿国になったがゆえに、
豊かさのなかで自立心や勤勉さが失われ、労働力の高齢化と減少により生産力が低下しています。また、
社会保障費は増え、経済も財政も難しい局面に遭遇しています。同時に、国際化が進んだことで異文化と
の接触も増え、私たちが大切にし、誇りとしてきた伝統的な生き方・心根も変わってきています。
　日本人が大切にしてきた自助自立の心。頑張れない人は、ご近所や家族の中で助けあった生き方。儲け
たお金で成金のようなことをしない、質素に暮らす心根。それが日本人だったのです。日本が大切にして
きた生きざま、即ち日本の文化を、もう一度取り戻さなければなりません。武士道、土に根ざした勤勉さ、
匠
たくみ

の心、商人道等々、今一度、先人の教えを読み返してみたいものです。
　立党以来、護り続けてきた自由と民主の旗の下に、時代に適さぬものを改め、維持すべきものを護り、
秩序のなかに進歩を求め、国際的責務を果たす日本らしい日本の保守主義を政治理念として、我が党は再
出発したいと思います。
　そうしたことを新綱領のなかで現状認識としてしっかりと確認しています。

二　党運営と政策の基本的考え方

⑴　国家社会主義的政治と闘う
　以上のような現状認識の上に、我が党は、常に進歩を目指す保守政党として、新たな出発をすることを
綱領では明言しています。
　自由民主党から「自由」をとった民主党の党運営の現状を見るにつけ、我が党の政治姿勢、即ち、勇気
を持って自由闊達に真実を語り、協議し、決断すればそれに従う党の良き伝統を再確認しましょう。また、
国会を公正に運営し、政府を謙虚に機能させる姿勢を基本としました。「小沢独裁」と呼ばれる民主党の
ような政治手法はとらないことを党の基本姿勢としています。

⑵　憲法改正で日本らしい日本を
　我が党の基本的な政策の第一は、まず党是である憲法改正を通じ、日本らしい日本の姿を示し、世界に
貢献できる国のかたちの基本を明確にすることです。日本の主権を自らの努力により護り、国際的責務を
果たし、一国平和主義的観念論をとらないことも同時にうたいました。

⑶　品性ある国民による活力ある社会
　自助自立する個人を尊重し、共助・公助の助け合いの仕組み・社会保障を充実させるのは、自由主義を
前提とする「保守政党」としては当たり前のことです。
　また、国の基本は国民、人であるだけに、地域社会の絆や家族の和を、しつけや教育の中でしっかり身
につけていかなければなりません。地域社会と家族の絆・温かさの再生は我が党政策の基本です。
　資本主義経済でなければ、経済が発展しないことは歴史が証明しています。しかし、資本主義経済はそ
れを動かす人間の自己抑制がなくなると、誠に醜い拝金主義経済に陥ります。額に汗せず、お金を右から
左に動かして儲ける人が偉いわけではありません。下請けいじめの利益は立派なことではありません。自
律と秩序ある市場経済の確立がわが党の基本です。
　ヒュー・セシルという学者が『保守主義とは何か』のなかで、保守主義は必ずしも政府の介入を排除す
るものではない。しかし、全ての人に同じような効果を持つ政策でなければならない。一部の選ばれた人
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が形成する政府の独断で、一部の人を優遇し、競争条件を不平等にする政策を採るのは、保守主義本来の
あり方に反すると述べています。従って政府は、成長戦略や食糧安全保障、環境保全、皆保険制度の充実、
教育等のように、全ての人に公正な政策や条件づくりに努め、一部の人たちだけへのばらまきはしないと
いうことを明記しています。

⑷　今の票を得るために後世に借金を残さない
　何よりも大切なことは財政再建です。民主党は、「子ども手当」を支給する、高校の授業料を無償にする。
その他多くのことを総選挙で約束しました。財源は予算の無駄を削れば出てくると言っていましたが、マ
ニフェストで示した平成 22年度分である約７兆円の公約の財源を削減ではじき出せず、結局約２兆円の
削減しかできませんでした。何故なら、何が必要で何が不必要かは、人それぞれの立場で違うからです。
この違いを、現実を混乱させず調整するのが、政治の大切な役割のはずです。民主党の仕分け人の独断的
仕分けショーは、映像では面白く取りあげられましたが、多くの反対が沸きあがったのも当然のことでし
ょう。結局、暫定税率廃止の不実行等の約束破りと借金や埋蔵金さがしで、公約の一部だけをやっと実現し
たにすぎません。
　借金つまり国債発行は、総選挙の時に投票権がなかった将来の有権者が、将来働いて、額に汗して納め
た税金を、民主党が現在の有権者の歓心を買う資金に充てたということです。世代間の倫理観の喪失とで
もいえましょう。
　だから、財政は必ず再建しなければならない。確かに、我が党政権下で、国債残高は積み上がりました。
しかし、我々はこのままではいけないとの決断で、景気を回復させ、社会保障財源に充てるために、消費
税を含む税制改正の実施を先の総選挙の公約に掲げていました。新綱領でも将来の納税者の汗の結晶の使
用選択権を奪わぬよう、財政の効率化と税制改正により財政を再建することを掲げています。 

三　自民党の目指す国家像

⑴　誇り ･活力 ･絆 ･公正。進歩する日本
　これまで述べてきた「現状認識」を前提に、我が党が「党の性格と党風」を大切に党運営を行い、「党
の政策の基本的考え方」に基づいて政策を企画・立案・実施できれば、どのような日本になるのかを述べ
たのが、「我が党は誇りと活力ある日本像を目指す」です。自民党の国家ビジョン・理想とする国家像です。

１、家族、地域社会、国の一員であるという帰属意識をしっかりと持って、まず、一人ひとりの国民が自
立し、地域が特色を発揮する。しかし、努力しても無理な人たちはお互いに温かく助け合っていく国民・
地域社会がある。
２、美しい自然と温かい人間関係の下で、その国民は、家族、地域社会の中で「和と絆」を大切にして、日々
を暮らす。
３、政府と自治体は、独断専行ではなく、合意形成を怠らず民主的に運営される。
４、努力するものが報われ、努力する機会と能力に恵まれぬものを皆で支えていく。その条件は政府がつ
くる。
５、全ての人に公正な政策を実行する政府。一部の団体、地域、人たちに皆の負担をばらまく政策はやら
ない。次の世代が納める税金を、今の世代が勝手に使い道を決めてしまうような国債発行依存の財政か
らの脱却に努力する。
　　立党 50年時の綱領にある「小さな政府を」という考え方・精神は変わっていませんが、「小さな」、「大
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きな」の基準が何なのかは、人口構成、国内総生産（ＧＤＰ）の大きさにより変わってくるので、むし
ろ不必要なことをしない政府という感覚でしょうか。
６、世界平和への責務・義務を果たし、人類共通の価値観に貢献し、世界から敬愛される有徳の国・日本
を目指す。

　１～６に一貫して流れる政治理念は、私たちが大切にし、誇りにしてきた日本人の生き方、「自立、和と絆、
公徳心」を保守し、長寿少子化社会でも温かく生き甲斐のある日本社会に進化するということです。

⑵　綱領は政党の命
いのち

　
　この綱領で民主党とどこが違うのか、との質問が出ます。我が党と民主党との最大の違いは、綱領があ
るかないかです。
　民主党には、昔の社会党綱領の下で議員をやっていた人が、閣僚席に現在数人座っています。この方々
は、社会主義を捨てて、民主党に参加したのでしょうか。また、我が党の中で、ポストに就けない、権力
闘争に敗れたからといって出ていった人も多い。市民の目先の生活が大切で、国より個人だという市民運
動家の方もいる。民主党は、綱領がないというよりも、こうした人たちの混合政党であるから、政策を判
断する共通の理念を統一できない。その結果として、当面の選挙対策的場当たり政策がまかり通るのが残
念な現実です。共産党は共産主義で統一をされている。社民党の性格は変わってきたけれども、最終的に
は社会主義的なものへ移っていくことが書かれています。ところが、民主党には綱領がありません。選挙
が不利だから離党する、大臣になりたいから他党にいくなどいう政治家が集まる政党では、綱領が持てな
いのは当然です。綱領を共有するから同志が集まり、党があるのです。政治理念ではなく、当面の損得で
離散集合をする政治家は、必ずや後世の批判を受けるでしょう。政治家である前に、節義ある人間として、
我々もまた心すべき点です。

⑶　新綱領で何が変わったのか
　次に、この新綱領で何が変わったのかという質問が出ます。一言でいえば経済が大きくなり、国民生活
が向上し、国際化が進み、長寿化を達成し、少子化が避けがたい日本国の現状、変化を見据え、如何なる
政治理念で我が党は国民に貢献できるか、現時点での基本方針を述べたのが大きく変わった点です。今ま
での綱領の増補という位置付けといっても良いでしょう。今までの綱領の精神を受け継ぎ、時代に合わぬ
ところを補い、未来に備えたと理解してほしいと思います。

⑷　執行部は勇気を持って政権奪還
　谷垣総裁はじめ執行部には新綱領に従って、今後毅然として党運営を行うことを望みます。幹事長は綱
領の精神で党運営にあたる。政調会長はこの基本で全ての政策を取捨選択する。全党員がこの綱領の下で
一致協力し、苦しくても我慢して各々が持ち場で努力する。その雰囲気をつくり、最後の責任をとるのが
総裁です。そうすれば、我が党への良識ある国民の信頼は必ず回復し、政権奪還を達成できます。
　さあ、新しい気持ちで、皆で心を一つに、そして再出発しましょう。
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　我が党は、「反共産・社会主義、反独裁・統制的統治」と「日本らしい日本の確立」―の二つを目的とし、「政
治は国民のもの」との原点に立ち立党された。平成元年のベルリンの壁の崩壊、平成三年のソ連邦の解体
は、この目的の一つが達成されたという意味で、我が党の勝利でもあった。そこに至るまでの間、共産主
義・社会主義政党の批判のための批判に耐え、我が党は現実を直視し、日米安全保障条約を基本とする外
交政策により永く平和を護り、世界第二の経済大国へと日本を国民とともに発展させた。

　日本の存在感が増すにつれ、国際化のなかで我々は多くのものを得た反面、独自の伝統・文化を失いつ
つある。長寿国という誇るべき成果の反面、経済成長の鈍化と財政悪化からくる財政諸機能の不全に現在
も我々は苦しんでいる。少子化による人口減少は国の生産力を低下させると言われる。我が国は、これ等
の現実を明るく希望ある未来に変えるため、少子化対策とともに、教育の充実と科学技術開発に国民資源
を注力することにより生産性を向上させ、長寿人口の活用と国民資質の向上、国際化への良き対応により、
経済成長が達成でき、国民生活の充実が可能なことを世界に示さねばならない。

　我々は、日本国及び国民統合の象徴である天皇陛下のもと、今日の平和な日本を築きあげてきた。我々
は元来、勤勉を美徳とし、他人に頼らず自立を誇りとする国民である。努力する機会や能力に恵まれぬ人
たちを温かく包み込む家族や地域社会の絆を持った国民である。家族、地域社会、国への帰属意識を持ち、
公への貢献と義務を誇りを持って果たす国民でもある。これ等の伝統的な国民性、生きざま即ち日本の文
化を築きあげた風土、人々の営み、現在・未来を含む三世代の基をなす祖先への尊敬の念を持つ生き方の
再評価こそが、もう一つの立党目的、即ち「日本らしい日本の確立」である。

　我が党は平成二十一年総選挙の敗北の反省のうえに、立党以来護り続けてきた自由と民主の旗の下に、
時代に適さぬもののみを改め、維持すべきものを護り、秩序のなかに進歩を求め、国際的責務を果たす日
本らしい日本の保守主義を政治理念として再出発したいと思う。我々が護り続けてきた自由（リベラリズ
ム）とは、市場原理主義でもなく、無原則な政府介入是認主義でもない。ましてや利己主義を放任する文
化でもない。自立した個人の義務と創意工夫、自由な選択、他への尊重と寛容、共助の精神からなる自由
であることを再確認したい。従って、我々は、全国民の努力により生み出された国民総生産を、与党のみ
の独善的判断で国民生活に再配分し、結果として国民の自立心を損なう社会主義的政策は採らない。これ
と併せて、政治主導という言葉で意に反する意見を無視し、与党のみの判断を他に独裁的に押し付ける国
家社会主義的統治とも断固対峙しなければならない。また、日本の主権を危うくし、「日本らしい日本」
を損なう政策に対し闘わねばならない。我が党は過去、現在、未来の真面目に努力した、また努力する自
立した納税者の立場に立ち、「新しい日本」を目指して、新しい自民党として、国民とともに安心感のあ
る政治を通じ、現在と未来を安心できるものとしたい。

平成22年（2010年）綱領

現　状　認　識
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一、我が党は常に進歩を目指す保守政党である

① 正しい自由主義と民主制の下に、時代に適さぬものを改め、維持すべきものを護り、秩序のなかに進歩   	
 を求める
②� 勇気を持って自由闊

かったつ

達に真実を語り、協議し、決断する
③ 多様な組織と対話・調整し、国会を公正に運営し、政府を謙虚に機能させる

二、我が党の政策の基本的考えは次による

① 日本らしい日本の姿を示し、世界に貢献できる新憲法の制定を目指す
② �日本の主権は自らの努力により護る。国際社会の現実に即した責務を果たすとともに、一国平和主義
的観念論を排す　

③ 自助自立する個人を尊重し、その条件を整えるとともに、共助・公助する仕組を充実する
④ 自律と秩序ある市場経済を確立する
⑤ 地域社会と家族の絆・温かさを再生する
⑥ 政府は全ての人に公正な政策や条件づくりに努める
　　　（イ）　法的秩序の維持　　　　　　（ロ）　外交・安全保障
　　　（ハ）　成長戦略と雇用対策　　　　（ニ）　教育と科学技術・研究開発
　　　（ホ）　環境保全　　　　　　　　　（へ）　社会保障等のセーフティネット
⑦� 将来の納税者の汗の結晶の使用選択権を奪わぬよう、財政の効率化と税制改正により財政を再建する

三、我が党は誇りと活力ある日本像を目指す

① 家族、地域社会、国への帰属意識を持ち、自立し、共助する国民
② 美しい自然、温かい人間関係、「和と絆」の暮し
③ 合意形成を怠らぬ民主制で意思決定される国と自治体
④ �努力するものが報われ、努力する機会と能力に恵まれぬものを皆で支える社会。その条件整備に力を
注ぐ政府

⑤ �全ての人に公正な政策を実行する政府。次世代の意思決定を損なわぬよう、国債残高の減額に努める
⑥ 世界平和への義務を果たし、人類共通の価値に貢献する有徳の日本
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The Current Situation

　Our party was founded in 1955 on the belief that “Politics Belongs to the People”. The party 

was founded to pursue two specific objectives – “Anti-socialist, anti-dictatorship, anti-central-

planning governance” and “the establishment of a Japan that truly reflects the essence of 

Japan”. The collapse of the Berlin Wall in 1989 and the dismantling of the Soviet Union can be 

regarded as victories for our party in that one of the two above-mentioned goals was achieved. 

During the years leading up to these events, our party stoically endured the “criticisms for 

criticism’s sake” that were rained upon us by the socialist parties as we considered it more 

important to unflinchingly face reality, and to continually uphold enduring peace through 

foreign policy built on the Japan-U.S. Security Treaty as its cornerstone. As a result, together 

with the people of Japan, our party nurtured this nation into the second largest economy in 

the world.

　With increased presence in the world Japan has gained much from the advancing 

globalization, but we are also beginning to lose many aspects of the cherished culture and 

traditions that are unique to Japan. Although on the one hand we can feel enormous pride 

in achieving one of the longest life expectancies in the world, we are, as a result, suffering 

from public-finance dysfunction – the consequence of our slowing economic growth, and 

the deteriorating government finances. It is generally believed that the falling birthrate 

and the resulting decline in the population will lower the productivity of any country. It is 

incumbent on us to prove to the world that we can transform these realities into a future 

filled with “brightness” and “hope”, achieve economic growth, and enrich the lives of its 

people by undertaking a variety of initiatives which, collectively, will enable Japan to better 

adapt to ongoing globalization; initiatives that will counter the falling birthrate while raising 

productivity by concentrating the nation’s resources into enhancing education and the further 

Party Platform 2010

A Fresh Start

－ To Build a Nation Infused With Dreams, Hope, and Pride －



9

development of science and technology; initiatives that will ensure that older persons will be 

able to actively contribute to society; and policies to raise the quality of the population as a 

whole.

　Under the Emperor – the symbol of the state and the unity of the people – we have built the 

Japan of today, a nation of peace. We are a people that from the very beginning of our history 

have considered hard work a virtue, and regarded the attainment of self-reliance to be a thing 

of great honour. We also warmly embrace those who have not been blessed with the abilities 

or opportunities to strive on their own, for we are a people with strong bonds in families and 

local communities. We are a people that deeply treasure a sense of belonging – to our families, 

to local communities, and to our nation; we consider it both an honour and a duty to contribute 

to society.

　These are some of the aspects of our national character, the elements that have helped to 

form our traditional ways of life – the natural environment that have given rise to Japanese 

culture, the personal conduct of our people, a way of life in which we venerate our ancestors 

who are, after all, the foundation of not only our own generation, but of all previous and future 

ones – these are the elements of the Japanese character that we believe should be recognised 

afresh. In other words, this is what we hold to be the second great goal for which our party was 

founded: “to establish a Japan that best reflects the essential nature of what is Japanese”.

　Having engaged in serious soul-searching after the heavy defeat that our party suffered 

in the general elections in 2009, we are now resolved to make a fresh start under the twin 

banners of “liberalism” and “democracy”, concepts we have staunchly defended ever since 

the establishment of our party, embracing as its political philosophy a distinctly Japanese 

style of conservatism – one that reflects the essential nature of Japan, a nation that fulfills 

its international obligations. We shall revise and change only what is no longer appropriate 

for this current age, while continuing steadfastly to maintain what should and must be 

safeguarded and we shall pursue progress while seeing to it that order is maintained.

　The liberalism we have long defended is neither a belief in market fundamentalism, nor 

a belief that a government should be allowed to intervene at will. Neither is it a belief in 

a culture that accommodates unbridled egoism of those liberals who claim to be socially 
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underprivileged. We wish to reaffirm our belief in the true meaning of liberalism: a “freedom” 

that is created by self-reliant individuals possessing both ingenuity and a sense of duty, who 

work to create a society where free choice is possible, one in which all are regarded with 

respect and tolerance, and offered a helping hand in times of need.

　We therefore will never adopt socialistic policies where the gross national product – the 

result of the hard work and efforts of the people – is simply taken and re-distributed for 

people’s livelihood based on the decisions made dogmatically by the ruling parties alone, 

creating a nation where eventually the people will lose their spirit of self-reliance.

　Further, we must fiercely oppose the rule of a type of state-sponsored socialism, which, 

under the slogan of “political leadership”, continually ignores the voices of those who hold 

differing opinions, and dictatorially forces dogmatic decisions of the ruling parties upon all 

others.

　We must resolutely fight against policies that endanger the very sovereignty of Japan, 

and that hamper the creation of “a Japan that best reflects the essential nature of what is 

Japanese”. Our party, putting itself in the shoe of the self-reliant taxpayers who have worked 

steadfastly in the past, who are working earnestly today, and who will be working hard in 

the future, shall engage in a politics that gives a sense of reassurance. As the new Liberal 

Democratic Party we shall work even more closely with the people to create both a present 

and a future where people can have peace of mind. 

Ⅰ	We are a conservative political party that constantly seeks 
progress

①	Based on a correct understanding of liberalism and a truly democratic system, we shall 

revise  and change what no longer is appropriate for the current era, yet maintain and 

protect what  should be safeguarded. Always bearing in mind a respect for order, we shall 

consistently strive to achieve steady progress.

②	We shall be courageous in freely and openly speaking the truth; through vigorous 

deliberations and discussions, we shall make bold decisions.
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③	We shall engage in dialogue and coordination with diverse organizations; manage the Diet 

in a fair manner; and we shall humbly ensure the proper functioning of the government.

Ⅱ	The fundamental thinking underlying the policies of our party 
are as follows:

①We shall seek to establish a new Constitution that presents a vision of the nation that best 	

reflects the essential nature of Japan and allows Japan to truly contribute to the world.

②	The sovereignty of Japan shall be protected through our own efforts. We shall fulfill our 	

obligations in line with the realities of the international community. Further, we reject the 	

ideology of “one-country pacifism”（i.e. Japanese should be content as long as Japan is   	

peaceful）.

③ We respect individuals who strive to achieve their own self-reliance; we shall therefore work 

to ensure that conditions and environments are created for such individuals to thrive. At the 

same time, we shall enhance the systems that offer mutual and public aid equitably to all 

people.

④	We shall establish a market economy that is both self-sustaining and orderly.

⑤	We shall endeavour to restore the warmth of human ties within families and local 

communities.

⑥	The government shall strive to create conditions and policies that are fair and just for all 	

persons, in areas such as:

　a) The maintenance of law and order;

　b) Diplomacy and security;

　c) Growth strategies and employment measures;

　d) Education, research and development in science and technology;

　e) Environmental conservation; and

　f) Social security safety nets.
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⑦	We shall consolidate government finances through increased efficiencies and revisions to 

the tax system, in order to ensure that we do not deprive future taxpayers of their right to 

determine how their tax monies – the results of the sweat of their labours – will be spent.

Ⅲ	Our party seeks to realise a Japan that is filled with vitality 
and a sense of quiet pride

①	A people that possess a keen sense of belonging – to their families, to local communities, 

and to the nation; a people that seek self-reliance and at the same time offer mutual aid.

②	A life filled with “harmony and human ties”— the beauty of natural surroundings and the 

warmth of human relationships.

③	National and regional government that make decisions under a democratic system, one that 	

never fails to try to achieve consensus.

④ A society where those who work hard are rewarded, and those not blessed with the abilities 

or opportunities to strive are helped by all. A government that does all it can to create the 

conditions to make this possible.

⑤	A government that executes policies that are fair and just for all. A government that 

endeavours to reduce the national debt outstanding, so that the options for future 

generations are not impaired.

⑥	A Japan that fulfills its duties to ensure world peace, a virtuous nation that contributes to 

values that are embraced by all of humanity.



白
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